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女子大学生に対する食育に関する基礎的研究
女子大学生に対す る食育に関する・基礎的研究
一 女子大学生への食生活 ・健康 に関す る調査 か ら一
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深いかかわ りを持つ と森谷 ら3)も指摘 してい
る。女子大学生は、やせ志向が強 く4)、20-29
歳の若い女性 における低体重(BMI<18.5)者
の割合は20.0%5)と 他の年齢層 に比べて高 く、
若い女性のやせ傾向は、増加の一・途をたどって
いる。また、運動習慣者の割合は15.1%5)と 他














































各 食 品 に 関す る 日常 の摂 取 頻 度 を尋 ね 、 日常 の
食 物 摂 取 を推 定 す る こ とを 目的 に用 い る調 査 法
で あ り、 思 い 出 しに よ っ て過 去 の食 事 情 報 を入
手 して、 最 近 の食 事 変 化 をチ ェ ックで き る調 査
法 で あ る。 ま た、 食 事 の摂 取 量 を推 定 す るの で
は な く、 食 物 や 栄 養 素 摂 取 に基 づ い て 対 象 者 を
ラ ンク付 けす るの に適 した 調 査 法 で あ る。
調 査 方 法 は、 最 近 一 ヵ月 く らい の 食 生 活 を振
り返 っ て も らい 、16食 品 の 摂 取 頻 度 につ い て4
カ テ ゴ リー で 回答 を求 め た 。 また 、 小 ・中 学 生
の 頃 の食 品 摂 取 を回 想 して も らい 、 回 答 を求 め
た。 す な わ ち、 「ご飯 」、 「つ け もの」、 「味 噌 汁 」
は、「毎 食 食 べ る」(4点)、 「1日2回 食 べ る」(3
点)、 「1日1回 食 べ る」(2点)、 「日 に よ っ て
食 べ な い」(1点)を カテ ゴ リー と した。 厂パ ン」、
「麺 類 」、「魚 介 類 」、「肉類 」、「卵 」、「乳 ・乳 製 品 」、
「豆 ・豆 製 品 」、 「色 の濃 い 野 菜 」、 「色 の 薄 い 野
菜 」、「海 そ う」、「い も類 」、「果 物 」、厂油 脂 類 」 は、
「ほ とん ど毎 日食 べ る」(4点)、 「2日 に1回 食
べ る」(3点)、 「1週 間 に1～2回 食 べ る」(2
点)、「ほ とん ど食 べ な い」(1点)を カテ ゴ リー
と した。16食 品 の カテ ゴ リー を得 点化 して 、加
算 し、 合 計 得 点 の 高 い ほ ど食 品 摂 取 が 良 い と判
断 した 。 また 、 平 均 値 に標 準 偏 差 値 を加 え た 値
以 上(47～64点)を 食 品 摂 取 が 「良 い 」群 、 平
均 点 か ら標 準 偏 差 値 を 減 じた 値 以 下(16～33
点)を 「劣 る 」群 、そ れ以 外(34～46点)を 「や
や 劣 る」 と して3ラ ン ク に区 分 した 。
② 健 康 習 慣
健 康 習 慣 は、 藤 原 ら9)の 指 標 を参 考 に8項 目
か ら構 成 した 。 す なわ ち、 運 動 の 頻 度 は 「週2
回以 上 」(1点)、 「週1回 」(0点)、 「月1回 以
上 」(0点)、 「殆 ど しな い」(0点)の4カ テ ゴ
リ ー、 飲 酒 の 頻 度 は 「ほ ぼ毎 日飲 む」(0点)、
「時 々飲 む 」(1点)、 「飲 まな い 」(1点)の3
カ テ ゴ リー 、 喫 煙 は 「吸 う」(0点)、 「や めた 」
(1点)、 「吸 わ な い」(1点)の3カ テ ゴ リー 、
睡 眠 時 間 は 「9時 間 以 上 」(0点)、 「6時 間以 下 」
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(0点)、 「8時 間」(1点)、 「7時 間」(1点)
の4カ テゴリー、「栄養バ ランスを考えている





含む)は 、「8時間以上」(0点)、 「7～5時 間」
(1点)、 「4～3時 間」(1点)、 「1～2時 間」(1
点)、 「30分以下」(1点)の5カ テゴリー、ス
トレスは、「多いと思う」(0点)、 「普通 と思 う」
(1点)、 「少ないと思 う」(0点)の3カ テゴリー
での回答を求めた。各カテゴリーを1点 または
0点 に得点化 し、8項 目の点数を加算して健康
習慣点を求めた。健康習慣点は、高得点ほど健
康習慣が良いと判断した。また6～8点 を 「良

















































の選択肢 は、左に 「はい」または 「よ く」を、
中央には 「時々」または 「どちらでもない」を、
右側には 「いいえ」または 「全 く」などの3カ
テゴリーあ り、その中からひとつ を選択 させ
た。尺度得点は、3カ テゴリーの左側に答えて










心 身 症 の 場 合DF=Ea;x;-0.828
i=1
ね
神 経 症 の 場 合DF=ΣaiXi-7.649
1=1
た だ し、aiは 各 疾 患 の12尺 度 の判 別 係 数 、Xi
は あ る ケ ー ス で の12尺 度得 点 で あ る。
⑥ 体 型 の 評価
体 型 の 評 価 に は、BodyMassIndex(BMI)
を用 い た。BMIは 、 調 査 用 紙 に記 入 の 身 長 と
体 重 か ら算 出 し、18.5未 満 を 「や せ 」、18.5以 上 、
25未 満 を 「普 通 」、25以 上 を 「肥 満 」 と 区分 し
た13)。現 在 の体 重 、 身長 の ほか に、 理 想 とす る
身 長 、 体 重 値 の 記 載 も求 め、 理 想 のBMIを 算
出 した 。
⑦ 健 康 感
健 康 感 は、 「自分 は健 康 だ と思 うか 」 に つ い













(1)属 性 の結 果
表1に 、 対 象 者 の 属 性 を示 した 。対 象 者 の学
年 の 割 合 は、1年 次 生 が4&7%、2年 次 生 が
51.3%で あ っ た 。 年 齢 は18歳42.6%、19歳
46.2%、20歳3.1%、 無 回 答8.2%と 、20歳 未 満
表1属 性


















30分 ～1時 間以 内4121.0




















平 均 身 長





が 約9割 を 占 め た。 居 住 形 態 は、 自宅84.6%、
下 宿(寮 を含 む)15.4%と 自宅 生 が8割 以 上 を
占め た 。通 学 時 間 は、「1時 間～1時 間30分 以 内 」
が32.8%と 最 も多 く、 「30分以 内 」、 「30分～1時
間 以 内」、 「1時 間30分 ～2時 間以 内」 が そ れ ぞ
れ 約2割 を 占め 、1時 間 以 上 か け て 通学 して い
る もの の 割 合 は、 約5割 で あ り、 この うち 、1
名 を除 い て 他 は 自宅 生 で あ っ た 。食 事 担 当者 は、
「母i親」 が76.4%、 「自分 」15.9%と 、8割 弱 の
もの は、 食 事 作 りな ど を母 親 に依 存 して い た 。
(2)現 在 と過 去 の食 品摂 取 との 関連
対 象 者 の 現在 の 食 品摂 取 を ラ ン ク別 に す る と
「良 い 」 群 に 区分 され た ものが1&5%、 「や や劣
る」 群 が61.5%、 「劣 る」 群 は20.0%で あ っ た 。
過 去 の食 品 摂 取 で は、 「良 い」 群 は32.3%、 「や
や 劣 る」 群 が56.4%、 「劣 る」 群 が11.3%で あ り、














(3)食 品 摂 取 と健 康 習 慣 との 関連
健 康 習 慣 を ラ ン ク別 に み る と、 「良 い 」 に 区
分 され た ものが24.0%、 「普 通 」 が62.0%、 「悪 い 」
が14.1%と 、8割 以上 が 「良 い」 ま た は 「普 通 」
に属 して い た。
現在 の食 品摂 取 ラ ン ク別 に、 健康 習慣 の各 質
問項 目を み た結 果 を、 表2に 示 す 。
運動 は、 食 品摂 取 ラ ン ク別 に よる差 は み られ
ず 、 「週1日 以 下 」 と答 え た 人 が8～9割 を 占
め 、 「週2日 以 上 」 の 運 動 を して い る もの は1
～2割 弱 で あ った 。
「栄 養 の バ ラ ン ス を考 え て い る」 を 「考 え て
い る」 と答 え たの は、 食 品 摂取 が 「良 い」 群 の
もの が41!7%、 次 い で 「や や 劣 る 」 群 が20.0%、
「劣 る」 群 は5.1%と 、 食 品摂 取 の 良 くない も の






























































































食品摂取が 「良い」群のものが86.1%に 対 して、
「劣る」群のものは53.8%と 低かった。
表3に は、食品摂取 ランク別の健康習慣3区
分の割合 を示 した。食品摂取が 「良い」群のも
のは、健康習慣の 「良い」が40.0%と 高 く、反


















検 定 はx2検 定 を 用 い た。***;p<.0.001、
**;P<.01、*;P<.05、n,s.;nosignificance.
(4)BMIと 食 品摂 取 、 健 康 習 慣 との 関 連
表4に 、 食 品 摂 取 とBMIと の 関連 を示 した。
対 象 者 の 平 均BMIは19.6±1.9(n.・)、 最
低 値15.6、 最 高値26.8で あ った 。 「やせ 」 判 定 の
もの は21.0%、 「肥 満 」判 定 の もの は0.5%(1名)
と、 対 象 者 の 約2割 はや せ す ぎで あ る こ とが わ
か っ た。 しか し、 食 品 摂 取 とBMIと の 関 連 は
み られ なか っ た。
理 想 の 身 長 、 体 重 か ら も とめ たBMIの 平 均
値 は 、17.6±1.2(n=165)、 最 低14.6、 最 高 値
22.8で あ っ た 。 や せ 判 定 は69.7%で あ り、 肥 満
判 定 は なか っ た。 理 想 の身 長 、 体 重 か ら算 出 し
たBMIに よ る肥 満 判 定 が 、 現 実 のBMIに よ る
判 定 よ り も低 い判 定(「 普 通 」判 定 か ら 「や せ 」
判 定 へ 、 ま た は 「肥 満 」 判 定 か ら 「や せ 」 判 定
へ の 変 化)と な っ た も の は43.1%、 高 い 判 定
(「や せ 」判 定 か ら 「普 通 」判 定 へ の変 化)と な っ















居住形態 と現在の食品摂取 との関連 をみる
と、自宅生は、食品摂取の 「良い」群のものは
21.2%、 「やや劣 る」群が65.5%、 「劣 る」群が









劣る」16.7%、 「良い→劣 る」20.0%、 「良い→
やや劣る」13.3%)と 、下宿生のほうが、ラン























楚 やや劣る 良い一 良い一
→劣る 劣る やや劣る
自宅 生21.265,5






























る」 群 の値 が 高 い傾 向 で あ っ た。
健 康 習 慣 別 で は、 直 情 径 行 性(「 良 い 」 が
18.00、 「普 通 」 が18.58、 「悪 い 」 が20.44)、 抑
うつ 性(「 良 い 」 が15.91、 「普 通 」 が17.57、 「悪
い 」 が22.53)、 生 活 不 規 則 性(「 良 い 」 が19.63、
「普 通 」 が21.65、 「悪 い 」 が25.85)の 値 及 び神
経 症 判 別 値(「 良 い 」が 一120、 「普 通 」が 一〇.81、
「悪 い 」 が 一〇.03)の 値 は、 健 康 習 慣 の 「悪 い 」
に属 して い た もの の値 が 高 か っ た。 ま た有 意 差
が み られ なか った他 の尺 度値 に お い て も、健 康
習慣 の 「悪 い」群 の値 が 高 くな る傾 向が み られ た。
鈴 木 ら12)によ る正常 集 団 を対 象 と したTHIの
12尺 度 得 点 と本 対 象 者 の 尺 度 値 を比 較 す る と、
虚構 性 、 攻 撃性 、神 経 質 の値 及 び神 経 症 の判 別
値 は低 い 傾 向 で あ っ た が、 他 の尺 度 値 は若 干 高
い 傾 向 が み られ た。
次 に、 具体 的 な症 状 を把 握 す る た め に 、有 意
差 が み られ た 尺 度 を構 成 す る各 項 目 に つ い て 、
食 品 摂 取 、 健康 習慣 別 に分 析 した結 果 を 、 図2
-1～ 図2-5に 示 した
。
そ の 結 果 、「い らい らす る こ とが あ る」「ち ょっ
と した こ とで か っ とす る」 「近 頃何 か につ け て
表6食 品摂取、健康習慣と健康自覚症状との関連
食品摂取 健康習慣
良い群 やや劣る群 劣る群 良い 普通 悪い
健康自覚症状
尺度名




























































































































































































































・点数が低いほ うがその症状 が少な いことを示す。
・平均値の差の検定は一元配置 の分散分析 を用 いた。
なお、正規分布 しないデータにつ いて は、Kruskal-
Wallisのll貭位和検定を用 いた。
*;p<.05,**;p<.01,***;p<.001
































































































評価 した もの は、食品摂取 の 「良い」群が
30.6%、 「やや劣 る」群が10.0%、 「劣 る」群が
10.3%と 、有意な差がみられ、食品摂取の良い
ものほ ど自己評価 はよかった。「不健康」 とし




た ものが23.9%と 最 も高 く、「不健康」と回答








(8)食 品摂取、健康習慣 と食習慣(簡 便化食











































表8食 品摂取 ・健康習慣 と食習慣 との関連 (%)
食品摂取 健康習慣
食 習 慣 やや良い群
劣 る群
カテ ゴリーn=36n=120

















































































































































































































表9食 品摂取、健康習慣 と食生活 に関する 自己効力 との関連 (%)
食品摂取 健康習慣
食生活 に関する 自己効力. カテゴ リー
やや 良い群劣る群




























































































































































































































































































































食生活に関する自己効力得点、平均値 23.9 21.0 18.2 *** 22.4 20.7 19.5 **
標準偏差 3.1 3.1 2.8 3.5 3.4 2.9




































































































































































(3)健 康感 ・健康自覚症状 と食品摂取、健康
習慣との関連
一般女子学生(文 学部、家政学部、美術学部)
に健康感を尋ねた調査1)で は、「健康」 と 「ま
あ健康」 を合わせた回答は9割 強であったが、






品摂取 との関連では、食品摂取の 「劣る」 もの
に、「不健康」の比率が高い傾向がみ られ、健



































































のBMIの 平均値は19.6±1.9と標準 の22よ りも
低 く、約2割 が 「やせ」判定の範囲に入った。
さらに、理想 とする身長 と体重から求めた理想




によるBMIお よび、理想のBMIの 値 と同様の
傾向を示 していた。厚生労働省による国民栄養
調 査5)で は、20-29歳 の 女性 のや せ(BMI
<18.5)の 割合 は20.0%で ある。年々増加傾向
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である。 日本の女優のBMIの 平均は19、 モデ
ルのBMIは18と いわれる21)。今回、理想の身長、
















































3)全 体の約76%が 、自己の健康に対 して 「大
変 よい」または 「良い」と評価 し、食品摂取
の良いものは健康に対する評価 も良かった。




5)健 康習慣の 「悪い」 ものは、「いらい らす
ることがある」、「自分の気に入らないことが






























振 り返 り、評価 させることを繰 り返しなが ら、
より良い食生活への実践へ と繋げていかなけれ
ばならないと考える。
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